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	      フグによる食中毒：卵巣提供
１月２６日に山形県鶴岡市の居酒屋で飲食した７名がフグによる集団食中毒症状を呈した。猛毒のヒガンフグの卵巣を提供したものと考えられます。２月６日には大分県の鮮魚店でやはり猛毒のマフグの卵巣を販売して食中毒が発生しています。そこで、二つの事例を簡単にまとめました。
事例１　山形県鶴岡市の事例

１　概要
　　1月26日に山形県鶴岡市の居酒屋で飲食した７名がフグ食中毒症状を呈し、内3名が一時意識不明であった。フグの白子を提供したとされたが、猛毒の卵巣も提供していた。当該店では初めのフグ解体で、山形県の「フグ取扱い指導要綱」で定めているフグ取扱者の資格を有していなかった。　　　

２　発生年月日　　　平成21年1月26日

３　原因施設　　　　山形県鶴岡市　居酒屋
４　原因食品　　　　ヒガンフグ
５　病因物質　　　　テトドロトキシン

６　発症者数    　　７名　（摂食者数８名）

７  発生要因等
　１）フグ料理を摂食した８名中７名が口の周り及び手足の痺れ、意識不明（３名）、血圧低下の症状を呈した。

２）提供した料理は寒鱈汁、フグ刺身、フグ白子塩振り焼き、大根漬け、赤かぶ漬けであった。営業者は鮮魚店からヒガンフグ２匹を購入していた。
　３）営業者は、ヒガンフグの白子には毒は無いと思っていた。

４）「山形県フグ取扱い指導要綱」で定めているフグ取扱者の資格を有していなかった。
　５）警察の調べで、調理の残品からヒガンフグと確認され、猛毒の卵巣の一部があった。嘔吐物から卵巣の一部が見つかった。白子（精巣）も有毒。
事例２　大分県由布市の事例

１　概要

　　2月6日に大分県由布市のスーパー内の鮮魚店が販売したマフグの卵（マコ）を、7日に食べた男性2名が呼吸困難や体のしびれの食中毒症状を呈した。鮮魚店は県の「食の安全・安心推進条例」で義務付けられた「ふぐ処理施設」の届出は無かった。フグをさばくために「ふぐ処理登録者」の資格を定めているが、今回、フグを扱った従業員はこの資格を持っていなかった。

２　発生年月日　　　平成21年2月7日

３　原因施設　　　　大分県由布市　鮮魚店
４　原因食品　　　　マフグの卵巣
５　病因物質　　　　テトドロトキシン

６　発症者数    　　２名　（摂食者数２名）
７　発生要因等

　１）弟が２月６日昼頃煮付用として「フグの卵巣」を２パック購入した。１パックを兄に譲り、別々の自宅で煮付、７日に摂食したところ、フグ中毒特有の症状を呈した。

　２）「大分県食の安全・安心推進条例」に基づく、ふぐ処理施設の届出を行わず、ふぐ処理登録者以外の者がフグを処理していた。　
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

両事件とも無資格者がフグを解体調理したもので、フグの卵巣が猛毒であることの認識が無かったと思います。過去の大きなフグ食中毒事件：昭和63年大阪市で発生し発症8名内死亡1名（笈川）
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参考　「素人に丸のフグを販売し死亡した事件」の司法処分
概　　要

平成20年1月11日に茨城県の女性が鮮魚店で除毒していない丸フグ（ショウサイフグまたはマフグの幼魚）６匹を買い、同日自宅において１家族２名で鍋にして食べた。女性は皮や肝を食べて約３時間後、口唇や両手にしびれを呈し、18日に死亡した。身を食べた夫に異常は無かった。

鮮魚店は茨城県フグ取扱指導要綱で定められたフグ営業施設の届け出をしていなかった。有資格者がいなかった。

司法処分　

12月19日　水戸地方検察庁

刑　　　法　業務上過失致死の疑い　起訴猶予処分

（示談が成立し、遺族も処分を強く望んでいない）

　　食品衛生法　略式起訴　

（起訴内容：会長らはフグを取り扱う資格がないのに、有毒部分を取り除いていないフグを店頭販売した）
水戸簡易裁判所　略式命令

法人（株式会社）　　　罰金　 100万円

　　　　　　　　個人（会長及び社長）　罰金　　50万円
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